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　北見医師会主催の令和元年度に催された活動につ

いて報告いたします。

令和元年度「開業医・勤務医交流会」

会期：令和元年８月27日（火）　午後７時

場所：ホテル黒部

主催：一般社団法人　北見医師会

１．開催経過

　北見医師会は、本年度「全医師会員参加型のチー

ム医療による地域医療への貢献」を活動方針の目標

に掲げ取り組んでいます。このたび、チーム医療の

推進に向け、開業医と勤務医の親睦・交流を目的に

立食形式による交流会が開催されました。

２．出席者

　当会としては、初めての試みでありますが、50名

（開業医20名、勤務医24名、非会員６名）の医師の

方々が参加されました（開業医会員60名、勤務医会

員109名、合計169名）。

３．交流会の流れ

　交流会では、木村副会長の進行のもと、今野会長

の挨拶（代読）、荒川副会長の乾杯で始まり、途中、

参加されたすべての会員の先生方から自己紹介等が

あり、最後に、藤井一男先生のご挨拶をもちまして

盛会裏に終了しました。

４．開催結果

　参加された方からは、北見の医師の方々が、この

ように多く集まる機会がこれまでなかったので非常

に良かったとの声が多く、今回だけでなく、次年度

以降も継続して欲しいとのご希望や立食形式も自由

に動けてよかったのとのご意見もあり、約２時間、

非常に有意義な時間を過ごすことができたとのお言

葉をいただきました。

令和元年　北見医師会　市民フォーラム

会期：令和元年12月７日（土）　午後２時～４時

場所：北見芸術文化ホール　中ホール

主催：一般社団法人　北見医師会

後援：北見市

参加者数　257名

テーマ：「人生の最終段階に自らが希望する医療・

ケアを受けるために」

～アドバンス･ケア･プランニング～

北見医師会主催　活動報告

令和元年度

北見医師会前会長（故）  今野　　敦
北見医師会副会長 医政担当 木村　輝雄
北見医師会理事 医政担当 大内　博文

なるべく文字の少ないわかりやすいスライドを作っていた
だきました。

北見医師会会員最長老、90歳をお迎えになられる北見医師会
元役員の藤井一男先生のご挨拶。ほぼ現役です。

交流促進のために、あえて椅子を用意しなかった立食懇親会の
風景。お名前とお顔が一致しない先生もいらっしゃるかもしれ
ないので名札と所属を着けていただきました。皆、普段着で。
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１．北見医師会会長挨拶　　今野　　敦

　誰でも、いつでも、命に関わる大きな病気やケガ

をする可能性があります。命の危険が迫った状態に

なると、約70％の方が医療・ケアなどを自分で決め

たり、望みを人に伝えたりすることができなくなる

と言われています。

　人生の最終段階に自らが希望する医療・ケアを受

けるために、大切にしていることや望んでいること、

どこで、どのような医療・ケアを望むかを自分自身

で前もって考え、周囲の信頼する人たちと話し合い、

共有することが重要です。このような取り組みを「ア

ドバンス・ケア・プランニング（ACP）」と呼びます。

　今年の北見医師会の市民フォーラムは、市民の

個々が望む人生の最終段階における医療・ケアにつ

いて、前もって考える良い機会にして欲しいと思い

ます。

２．講演

　５人の演者からそれぞれの職種、立場からACP

についてお話していただきました。

（１）医師会から 　　北見医師会会長　今野　　敦

（２）救命救急センターから

北見赤十字病院第一消化器内科部長　上林　　実

（３）在宅訪問診療から

本間内科医院理事長・院長　本間　栄志

（４）訪問看護師から

北見地域訪問看護ステーション所長　橋本真恵美

（５）看取りを行っている施設の介護士から

特別養護老人ホームこもれびの里

介護福祉士　山川　大介

３．パネルディスカッション：司会　木村　輝雄

　最後に会場の方々も交えて意見交換しました。「帰

宅したら早速、自分の最終段階に希望する医療やケ

アについて家族で話し合い、また記載しておきます」

という市民の意見や状況応じて、希望は変化する可

能性もあるので、その都度よく話し合って伝えてお

くことが重要であるとの意見もいただきました。今

回の市民フォーラムは、市民の個人個人が望む人生

の最終段階における医療やケアについてよく考える

良い機会になったと参加市民からご評価をいただき

ました。

第13回オホーツク医学大会

　第13回オホーツク医学大会は３月14日に予定され

ておりましたが、新型コロナウイルス感染症のクラ

スターが２月に北見で発生したため、中止となりま

した。

（故）今野先生のご講演は市民にその想いが充分に伝わった

と思います。

パネルディスカッションの様子

会場にはさまざまな年齢層の方がお越しになり、多くの質
問やご意見をいただきました。


